


十和 大正 窪川 松葉川 大野見

2015年8月 天然 放流 不明
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注）図中の数値は収容可能尾数を100とした時の比率。
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漁獲量（トン） 四万十川の割合（％）

西暦

瀬や淵、岩場などの名前が数多く受
け継がれ、川と関わる暮らしの文化
が豊かな証といえます。川での遊
び・学び、祭事も盛んで、両岸の集
落を結ぶ沈下橋は、生活橋、親水橋
として暮らしに欠かせない存在で
す。

津野町の不入山を源流とする、幹
線流路196km（四国第一位）、流
域面積2,186km2（四国第二位）の
一級河川。勾配が緩やかで、瀬と
淵、手つかずの水際と河畔林が残
る自然度の高い川です。四万十町
では国道381号の道路擁壁が張り
出した区間や、ダム等の影響で水の
少ない区間があるものの、川の自然
環境は比較的良好といえます。

いらず

四万十川の特徴は、以下の5つにまとめられます。
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四万十川の５つの特徴四万十川の５つの特徴

計
画
の
背
景
と
目
的
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確認されている魚種は185種を数
え、全国最多。豊かな生態系が育ま
れ、アユ、ウナギ、モクズガニ（ツガ
ニ）、テナガエビ、コイ、ウグイなど、
水産資源として利用可能な生物も
生息しています。

アユ漁は特に盛んで、友釣り、しゃく
り、投げ網、火振り漁など、漁法は
様々です。漁期には町内外から遊漁
者（友釣り客）が訪れるなど、四万十
川の天然アユは、“日本最後の清流”
を代表するブランド品としての地位
を築いています。

例年、春から秋にかけてたくさんの
観光客が訪れます。美しい風景を眺
めるだけでなく、水遊び、キャンプの
ほか、カヤック、ラフティング、川舟
下りなどの多様なアクティビティを
楽しめます。

四万十川を保全・活用した地域づくりに向け、以下の3つの理由
から、アユをシンボルとすることがふさわしいといえます。地域づくりのシンボル・アユ

四万十町のアユ資源は今

アユは河口から上流まで、川の環境を広く使っ
て一生を過ごします。そのため、豊かで清浄な
水、障害物がないこと、瀬と淵、餌となるコケの
生育や産卵に必要な石や砂利などの条件が欠
かせません。これらがそろった環境は他の水生
生物の生息にも適していることから、アユは川の
自然環境・生態系の健全性の指標となります。

アユ資源の回復のためには、川の自然環境の改
善に加え、アユを獲り過ぎないなど、様々な立場
からの取組と流域での協力が求められます。ま
た、そうした取組の動向に関心を持ち、川の自
然環境やアユ資源の推移を見守る人々の存在
も重要です。アユ資源の回復状況は、人々の関
心度を表す目安にもなりえます。

天然アユが豊富な四万十川は、ブランドイメー
ジをいっそう高めます。リピーターが増え、飲食
や宿泊などのサービス利用が促されれば、地域
の経済循環が活発化します。このように、アユを
守り活かすことは、よりたくさんの、より多様な
人々が参加できる地域づくりの拠りどころとな
り、目標にもなります。

1990年代半ばまでの四万十川のアユ漁獲量は、600トン超。高知
県全体の6割以上を占め、全国一位となることも珍しくありません
でした。ところが、それ以降は漁獲量が減り、2010年以降はかつ
ての2割前後で推移しています。県内の他の河川では漁獲量が比
較的安定していることから、漁獲量の激減には四万十川特有の要
因があるのではないかと考えられています。

十和～大野見で、アユの生息密度調査、天然・放流の由来判定を行ったところ、十和・大正地区の生息密度が高かった2015年、2017年には、
窪川・松葉川地区でも2～4割程度のアユが天然と推定されました。アユが多い年は天然の割合が高く、その分布範囲も松葉川地区まで広がる
ことがわかり、四万十川のアユ資源は天然遡上の数に左右されていることがうかがえました。

四万十川の十和～大野見の水面面積を計測し、これに2015年、
2017年のアユ生息密度を乗じて区間別の「推定生息尾数」を求
めました。これを水面面積に見合った「収容可能尾数」と比較する
と、推定生息尾数は収容可能尾数より少ないことがわかりました
（十和と大正で50%前後、窪川～大野見で概ね20%）。四万十川
中上流域は300～600万尾のアユを十分収容でき、相当な経済
効果も期待されますが、近年の生息尾数は多くても140万尾程度
に留まっており、現状では四万十川の生産力が十分活かされてい
ないといえます。

このほか、テナガエビ類やモクズガニ（ツガニ）の分布・生息密度調査を行いましたが、資源が激減している現状を再認識する結果となりました。
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町民・四万十川に関わる様々な主体の共通の指針づくり

四万十川・川を取り巻く
現状と課題の共有

川の環境・水産資源・川漁・
暮らし・観光の姿（将来像）
と保全・活用の基本方針

将来像の実現に向けた
取組とその進め方・

推進体制

計画の
目的
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　私たちの身近にある四万十川は今、水量の減少や濁り、瀬や淵の劣化など、自然の美し
さ、豊かさが失われつつあります。アユなどの水産資源は激減し、川漁の存続も危ぶまれ、
さらに川が暮らしから遠ざかり、川と共生する暮らしの文化も忘れられようとしています。
　こうした状況を改善していくためには、人々が現状を正しく認識し、課題を共有する
とともに、それぞれの立場から担える役割を着実に果たしていく必要があります。町に
おいても、四万十川の保全・活用のためのより総合的な施策として推し進めていきた
いと考えています。
　以上の背景から、町では2015～2017年度の3年間、四万十川中上流域のアユ資
源とアユ漁の現状把握を中心とした調査等を行い、これからの四万十川の保全と活用
の基本的な指針となる計画を策定しました。
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